




An Audience-Participatory Concert Emphasizing Physical Expression :

















































































































































































































































































































































































































































































































































20 《鐘がなる》をみんなで歌って楽しかった。2 年 1 組のみんなが急に替え歌を歌いだしました。 1
21 《鐘がなる》では体を動かして楽しかったです。 1
22 《鐘がなる》ではうずまきになって楽しかった。 2
23 《鐘がなる》のおいかけっこは少しずむかしかった。 1
24 《鐘がなる》をすぐに覚えることができました。 2
25 《鐘がなる》は最後ちょっとばらばらになってしまったけれども、きれいだった。 1
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タではあるが『国民の文化に関する意識調査（児童・
生徒編）』（2000年）によれば 9、「芸術文化の『鑑賞』
に対する関心」については、「関心がある（とても、
どちらかといえば）」との回答は小学生64.4％、中学
生60.6％、高校生77.7％と高い比率を示していた。「最
近1年間の芸術文化の鑑賞活動」について、「鑑賞した」
と回答した小学生は55.6％、中学生は58.5％、高校生
では70.8％であり、多くのものが芸術文化の鑑賞を経
験していた。その「鑑賞のきっかけ」については「学
校の授業の一環で」という回答が小学生29.4％、中学
生35.0％、高校生47.3％と高い比率であった。また「鑑
賞の際に困ること」では、小学生では「会場が近所に
ない」が最も多く19.0％、「保護者が一緒にいってく
れない」が16.4％であった。中・高生では「切符が高
すぎる」が最も多く中学生33.7％、高校生39.8％であっ
た。上記データをみると、子どもたちがせっかく芸術
文化に関心をもっていても、施設の有無や切符代が鑑
賞の機会を妨げる要因になる中で、学校での授業や行
事は、芸術文化の鑑賞の貴重な場となっているという
ことが伺える。
4.3．音楽理解を促進する手の動きと視覚支援物
第3に音楽理解を促進する手だてとして身体表現と
しての旋律線の手なぞりや視覚支援物が有効であった
ことがあげられる。
それは、旋律線を図形楽譜であらわし、それを歌っ
たり、手でなぞって主題の理解を図るというものであ
る。
表1の「3. ピアノによるメロディーの追いかけっこ」
の活動⑥では、《インベンション1番》（B.S.バッハ）の
主題を理解するために、図1の楽譜の主題部分を図2の
ような図形譜で表し、これにあわせて、パペットのお
さるの聴くぞうくんと、あひるの静かちゃんが黒板上
の図形の流れにあわせて動きながら「タララ、タラタ
ラ、ラ」と歌った。次に活動⑦では、児童たちも一緒
に歌ったのちに、手でその旋律線をなぞり、右手と左
手に主題が8度の模倣ででてくることを確認する活動
を行った。
また、「4. 声による追いかけっこ」の活動⑨のとこ
ろでは《カノン　我が愛する人よ》（モーツァルト）
の最初の主題を理解できるように図3の楽譜の主題部
分を図4のような図形楽譜で表し、同じように聴くぞ
うくんが図形の流れ合わせて動きながら歌い、活動⑩
では、それに児童が続いた。そして活動⑪の実際の演
奏の時には5回あらわれるテーマが確認できるように
テーマが出現する際に、歌い手の譜面台前に花のカー
ドを置き、テーマの重なりがわかるように視覚化して
示した。
記録映像全体を見ると児童たちは、こうした活動を
楽しそうにパペットの静かと聴くぞうとともに行って
いた。また、この主題の理解をした後に演奏がはじまっ
た時には、主題が出てくると小さく頷いたり、自然に
手で旋律を描く児童の姿も何人か見られた。身体感覚
にアプローチする活動は、旋律の中の主題を取り出し
主体的な聴取を引き出すことを十分可能にするもので
あった。
しかし、実際に身体感覚と視聴覚支援物を使った音
楽理解の活動について、感想を記した児童は少なかっ
た。児童の感想No.9では「絵がよくわかった」、No.10
「勉強になった」と図形譜が旋律の動きを知るのに有
効であったこと、No.13では「手を動かすだけで楽し
かった」と身体を使うことへの興味を各1名ずつの児
童が記している。反対にNo.12は「手の動きが難しかっ
た」、No.18「歌の絵が少しわかりにくかった」と感
じた児童も各1名ずついた。No.12､ 18の感想がある
ように、低学年に対して2曲ともにこうした知的理解
を図る活動を続けることは、負担が多かったかもしれ
ないとの意見が学生から出された。また、上記のコメ
ントは学習として手の動きを体験したことを示してい
る。このコンサートが授業時間内への訪問コンサート
であり、カノンの理解という明確な教育的目標を設定
していることから、学習としての認識は当然かもしれ
ない。しかし、コンサートとして日常の授業から分離
した、特別の場として設定するのであれば、学習と意
識化しないうちに音楽を楽しみ、理解することのでき
る工夫がさらに必要である。
4.4．新しく生まれたことばと動き、協同創造の根源
は遊び
第4に身体表現を取り入れた表現活動は、新しいこ
図1《インベンション1番》（J.S.バッハ）楽譜 図2《インベンション1番》主題の図形譜
〜
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とばと動きと音楽を生み出す力をもち、協同創造への
萌芽を生み出したことがあげられる。
コンサートの後半では《鐘がなる》（フランス民謡）
を扱い、「5. 一緒にカノンを歌おう」、「6. カノンにあ
わせて動いて形をつくろう」という身体表現を取り入
れた歌唱活動を取り上げた。
表1の活動⑬では、2小節ずつ、先唱、模唱という
形で歌い、活動⑭、⑮では2部、4部の輪唱を行い、
さらに活動⑯では予想外の出来事が生じた。児童たち
の側から「今度は8つに分かれてやる」とのリクエス
トがあり、「木下先生が入ってやって1，2，3，4，・・・」
と大人の人数を数え、8人いることを確認し、8部の
輪唱に挑戦することとなった。そして最後のグループ
が終わると大拍手と歓声が起こった。
活動⑰では、2班に分かれフォーメーションを作り
ながら歌うことを説明し、次に実演に移った。活動⑱
では、半円を描くように歩きながら2回ずつ歌い、内
円と外円の動きの向きを反対にして、歌った旋律線の
重なりを視覚的に見られるようにした。活動⑲では、
やはり2班に分かれ、それぞれの班が2回歌いながら
うずまきを内側に入りながらつくり、2回で戻り、大
きな一円にする形態をとった。児童らは友達と手をつ
ないでフォーメーションを作ることに興じていた。し
かし、動き方などのシュミレーションが十分でなかっ
たこともあり、うずまきになる時に、右足、左足を両
方とも強く足踏みし過ぎ、音楽の流れを崩すことに
なってしまった。そこで活動⑲の後半では、足踏みを
軽くするためにテンポを早めて、うずまきを作りなが
らもう一度輪唱を行った。興奮して多少騒然とした状
態になってしまったものの児童と学生とが一緒になっ
て活動することができた。
その後の活動⑳では、担任が「では、そのまま班に
戻って並んでください」と言うと、児童たちは再び自
然と《鐘がなる》の歌で「並べ、並べ」、「前ならえ、
なおれ」、「すわれ」と活動の言葉を歌いながら、8つ
の班に戻り、整列して座るという音楽活動を作りあげ
ていった。そして最後の一人が座ると、偶然に生まれ
た自分たちの遊びに大きな拍手を送っていた。
このように、後半の輪唱とフォーメーションづくり
の活動では、演奏者と鑑賞者の境界がなくなり、「協
同創造」的な活動が始まり、さらに《鐘がなる》の旋
律に新しいことばと動きをつけた新しい児童たちの音
楽まで生み出されることとなった。その意味で「協同
創造型」のコンサートを作るにあたり、身体表現活動
を取り入れることの有効性は十分に示されたといえ
る。この自然発生的な音楽創造活動の成立の背景には
どのような要因があるのだろうか。
1つには通常の音楽授業で活用されていた班単位で
活動する学級文化が、「追いかけっこしよう」の活動
の中でも有効に働いたということがあげられるだろ
う。担任の日頃の丁寧な指導の結果として学級のもつ
力が自主的な遊びを生み出したといえる。8部の輪唱
への挑戦も班単位の活動習慣から、班としてより高度
なものに挑戦してみたいという素朴な欲求となって表
れていたといえるだろう。
2つには、《鐘がなる》のフォーメーション作りの活
動が、コンサートの表現活動というよりは純粋なる遊
びとして児童たちが捉え、それに夢中になったことか
ら新しい音楽が生み出されたといえるだろう。
児童の感想をみても、No.19〜22まで、「おもしろ
かった」「楽しかった」という感想、さらに具体的に
「体を動かして楽しかった」「うずまきになって楽し
かった」「鐘がなるのおいかけっこは一番おもしろかっ
た」というように、おもしろい、楽しい活動として肯
定的に評価する感想が多い。遊びの研究の第一人者で
あるホイジンガは、遊びの要素となる『おもしろさ』
について、「『おもしろさ（aardigheit）』という言葉は
それなりにはなはだ意味深長だ。この言葉が『本性』
（aard）から転義して生まれたということの中に、問題
はこれ以上さかのぼり得ないという告白が真相を伝え
るごとく語られている」と述べているように10、これ
以上の分析無用な遊びの本質たるものとして、「おもし
ろさ」を捉えている。さらに遊びは「緊張感と喜びと
『おもしろさ』と一緒に与えてくれ」るものと説明して
いる11。児童たちにとって「おもしろい」活動であっ
た輪唱とフォーメーションづくりは声部を合わせるこ
とができるか、うまくフォーメーションを作れるのか
という緊張感とそれができた時の喜びとが与えられる
ものであり、音楽表現であると同時に新しい遊びとし
て受容されていたといえるのではないだろうか。
またホイジンガは遊びと音楽の関係についても言及
し「音楽を楽しむこと自体が遊びの形式的特徴をほと
んどすべて備えている。決められた場所で終始し、繰
り返しもできるし、秩序、リズム、交代があり、聴衆
であれ演奏者であれすべての人をひとしく『ありきた
り』の世界からよろこびの感情の中に連れ出」すこと
ができるとし12、音楽の終始、繰り返し、秩序、リズ
ムといった内容がそのまま遊びの形式的特徴になると
図3《カノン　我が愛する人よ》（モーツァルト）楽譜 図4《カノン　我が愛する人よ》主題の図形譜
〜
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述べている。カノンの模倣の繰り返し、ずれて開始と
終始するといった秩序など、《鐘がなる》の中には、
その遊びの形式的特徴が完備されていたともいえるだ
ろう。そしてその音楽表現の中から遊びがはじまり、
新しい創造が生まれたということになる。この新しい
音楽創造の過程で重要な要素になったのは替え歌のこ
とばであろう。児童たちが整列するための「並べ」、
座るための「座れ」という行為を、またそこで感じた
「さよならね」「ありがとう」という思いを瞬く間に旋
律にのせることができたからこそ、新しい創造が進展
したといえる。これはオルフが「音楽は言語とリズム、
運動の自然なあらわれである」と述べ13、三者の融合
によって原初的音楽が生まれると指摘したように、子
どもたちの遊びの必然から生まれたことばと動きが新
しい音楽を生み出す要素になったといえるだろう。
オルフの作品を教材としながら優れた授業実践を重
ねた柳生力は自らの実践を通して「演奏することを英
語ではplay、ドイツ語ではspielenと呼ぶことは、演奏
することが遊びと一体のものであることをよく示して
いる。この言葉の事実は、音楽学習が遊びでなければ成
立しないことを雄弁に示唆している」と述べている14。
言ってみれば、音楽学習、音楽活動の理想形は、その
活動が遊びに転化し、昇華するだけの遊びの内実、そ
れは秩序、リズム、交代といった音楽的特徴であり、同
時にそれをする際の「緊張感と喜びと『おもしろさ』」15
をもってこそ成立するものということになる。《鐘が
なる》の活動の中にはそうした遊びの要素が内包され
ており、児童たちは、聴き役と歌い役という境界を超
え、遊び役としてコンサートの提供者とともに音楽の
協同創造の担い手になったといえるだろう。
5．おわりに
本稿では、参加型コンサートの企画・実施を通して
演奏者と鑑賞者との相互交流を「参加型」から「協同
創造型」への発展させる手だてを検討した。
この結果、対象者の発達段階への考慮の必要性はあ
るものの、旋律線を描いたり、音楽形式のフォーメー
ションをつくるなど身体感覚を使った音楽活動は、音
楽理解を促進し、また演奏者と鑑賞者の相互交流を深
め「協同創造型」へと発展させる可能性を十分に持ち
得ることが明らかであった。こうした「協同創造型」
を作り出すには活動の根源に「遊び」が内包されるこ
とが不可欠であることもコンサートを通して明らかで
あった。ただし「追いかけっこしよう」のコンサート
においては、児童たちは、確実に、音楽の担い手になっ
ていたものの、コンサートの提供者たちとの交流から
というよりも、児童たち自身の班活動として生み出さ
れていた。「協同創造型」のコンサートの内容と質と
を高めていくためには、演奏者と鑑賞者の相互の交流
の中でいかに音楽の共同創造が実現できるのか、さら
に具体的に検討していくことが今後の課題である。
一方、この参加型コンサートは音楽授業なのか、あ
るいは芸術普及コンサートなのか、実践者の中でも位
置づけは不明瞭なままであり、構成にもその曖昧さが
反映されていた。今後それらの活動の性格についても
厳密な検討が必要である。
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